
 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

『イングリッシュ経営学プログラム』 
令和９年 4月開設（令和 8年入学者も受講可能） 

国際経験豊かな実務家教員グループによる 

東北初の 4年間のゼミナール専門教育 

（英語オーラル 100％） 
 

ノースアジア大学経済学部（秋田市、1964年開設） 

事前の英語・日本語両用の学習相談、出前英語授業（生徒との対面型） 

については次にご連絡ください。大学教務課： 018-836-1342 

目指すは日本・外国の多国籍企業への就職 

東京・海外の大学院進学 
 



マンツーマン「イングリッシュ経営学プログラム」で
東北から国際経済人へ！

１ 教育の内容と目標
英語能力と専門能力の両方を持つ複数のベテラン教員が一人ひとりの学生を指導して、4年間

英語漬けで経営分析能力を修得させる（マンツーマン教育）。具体的には、国内外の多国籍企
業の財務分析（アップルとソニーの利益率の比較等）とマーケティング（コカ・コーラとペプシコの戦
略比較等）に習熟し、加えてマクロ経済分析（景気・金融予測）の能力を修得させる。また、ビ
ジネスのグローバル・スタンダードだけでなく、日本企業の成功経験を重視する。いわゆる、国際
（Global）と国内（Local）の融合である「Glocal」の内容である。
学習の中核は、「英語オーラル100％」で開催される①複数の担当教員共催のゼミナール（少

人数専門教育）と、②担当教員の個々の研究室における個人英語カウンセリングである。他には
経営学・経済学の専門科目の4分の１は英語科目で履修する。これらの教員が開講する科目で
ある。
希望者は、学内のマンツーマン教育組織（国家試験等センター）における学生専属の５研究

室のひとつに所属して、個人机（キャレル）を4年間利用できる（マイペース学習）。
教育の目標は、英語の運用能力があり、経営分析能力がある学生を育成することである。

２ 開設日
令和9（2027）年4月1日

３ 経済学部のカリキュラムにおける位置づけ
現在の４コースの中の金融コース所属として、その中の英語専門教育プログラムを受講することに

なる。
４ 対象者
令和9年4月入学者で始めるが、令和8年入学者も2年次から受講できる。
英語プログラムの受講は、入学後の面接で決まる。英語能力としては、英検2級レベルかそれ以

上が望ましい基準とするが、資格試験に合格していなくてもよい。最も重要な点は、プログラムの学
習内容への参加意欲（コミットメント）である。「英語オーラル100％」はかなりの高水準であるが、
初めはついていけなくても持続的に参加する意思と努力を評価する。
加えて、上記のとおり、令和8年4月入学の学生も2年次からの参加を認める。令和9年4月の時

点で、上記の基準を満たしていればよい。一方、令和8年4月から1年間かけて自主的な学習が必
要となり、担当教員がアドバイスを与える。



5 修了書
3年次修了時に英語プログラムの修了見込み証明書を発行する。学生は就職活動に使える。要
件は、一定の単位取得状況であること。卒業時に、卒業証書の他に修了書を授与する。

6 進路
多国籍企業の中核（財務・会計部門など）で仕事ができるスペシャリストになる。大学院の経営

学修士（MBA）取得した後の転職によるキャリアップも視野に入れる。

７ 担当教員
佐藤元治 経済学部教授 財務分析・会計学担当
早稲田大学政治経済学部経済学科卒、New York University Leonard N. Stern School
of Business、経営学修士（MBA、ファイナンス）（注）
経歴：山一證券（外国の金融機関向けの証券アナリスト）、投資アドバイザー
（注： Stern Schoolのファイナンス分野は、世界の大学院のランキングで一位の実績）

黒坂和彦 経済学部准教授 経営学・マーケティング（消費者心理学を含む）担当
早稲田大学第一文学部 心理学専修卒、東京の主に社会人対象の通信制、ビジネス・ブレークス
ルー大学（学長は大前研一）の大学院、経営管理修士（MBA）
経歴：メーカー(製造業)の旭化成（総合化学業）、富田製薬（製薬）に勤務して、香港7年、
米国ニュージャージー州に6年の駐在経験。中・高校時代に4年間ニューヨーク在住。

坂元浩一 経済学部教授 マクロ経済分析（国際経済学・マクロ経済学）担当
慶應義塾大学経済学部卒、同大学院（経済学研究科）修士課程、博士課程修了。経済学博
士。
経歴：国際連合マクロ経済専門家、通商産業省や経済企画庁など６省庁共管の（財）国際開
発センター副主任研究員（シニア・エコノミスト）、東洋大学国際（地域）学部教授（学部長、
同大学院専攻主任）。63か国に166回渡航（パリ20回、ロンドン・マニラ各10回）。

８ 学外研修
本プログラムでは、有能な教員との徹底的な対話で英語の運用能力を高める。加えて、多国籍企
業や国際機関を訪問して、インタビュー、プレゼンを行う。東京や海外の企業におけるインターンを紹
介する。希望者には、海外での研修や留学に関する詳しい情報提供を行う。担当教員は、米国の
西海岸やニューヨークを含む東海岸から、欧州やアジアの英語圏までの知見を有している。



英語プログラムの4年間の学習内容 令和7年12月1日時点 　 　 　
（現時点で示せる学習内容であり、令和9年の開設時に改良したものが提出される可能性があります）　

1年次 2年次 　　　3年次 　　　４年次
【英語使用の科目】
ゼミナール 総合科目（初修ゼミナール） ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ ゼミナールⅢ
（演習）など ・一般講義、演習の 多国籍企業でインタビューや 多国籍企業でインタビューや 就職のための業界研究、

受け方を学ぶ（レポート作成、 　　インターン 　　インターン 　　企業研究
プレゼンのやり方） 経済先進地域での合宿 経済先進地域での合宿 大学院進学の準備

（候補は、東京など） （候補は、東京など）

・財務分析入門 財務分析の文献の輪読 企業研究、業界研究の 卒業研究発表会
例　なぜ米国でスタバが 　実施
苦戦しているのか、ライバル 経営学・マーケティングの 例　サントリー食品インター
会社と比較してみよう。 　学習 　　ナショナル　対　コカ・

　　コーラ社（コーヒーBOSS
多国籍企業論、マクロ経済学の 　　　対　GEORGIA)
　学習

専門科目群 会計学 財務分析論
マーケティング基礎論 サービス・マーケティング
国際経済コミュニケーション論 国際経済学Ⅰ＆Ⅱ

【日本語使用の科目】
専門科目群 経済学入門 ミクロ経済学Ⅰ＆Ⅱ

マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
経営学基礎論 管理会計論 経営戦略論
経営組織論

総合科目群 英語、英会話 （上級）英語、英会話
英文リーディング・ 英文リーディング・
　ライティング 　ライティング

I  経済学部の他の税務・会計関係科目の履修により、次の税務関係の進路も拓ける。税務公務員（国税専門官）、
税理士事務所就職、税理士・公認会計士試験合格。
II 例として、米国ロスアンジェルス・ツアーの企画を支援する。また、主要都市の街づくりから店舗展開までを対象とした学生
引率の経験も生かされる。訪問都市・国は次の通り。パリ・マニラ・上海各3回、イギリス、タイ、モロッコなど。
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